
■そこびきあみぎょぎょう せんもんきゅう がっかしけんもんだい こうひ

ょうよう 
 
１．（ ）そこびきあみぎょぎょうには いっそうびきと にそうびきが あ

る。 
 
２．（ ）そこびきあみぎょせんの ほとんどは ３００とん いじょう で

ある。 
 
３．（ ）あみを ふねの ともから ひきあげる ふねには すりっぷうぇ

い がある。 
 
４．（ ）そこびきあみの ろーぷを まきあげる きかいを とろーるうぃ

んち という。 
 
５．（ ）どうあみの りょうがわに さかなを あつめるための そであみ

が ついている。 
 
６．（ ）そであみの あみめは どうあみよりも ちいさい。 
 
７．（ ）そであみの うえには いわ（おもり）が ついている。 
 
８．（ ）あみの くちを ひろげるために つかう おもい いたを おっ

たーぼーど という。 
 
９．（ ）れーだーを つかって かいていの ようすを しらべる。 
 

１０．（ ）そこびきあみ ぎょぎょうは ６００ｍより あさい ところで 

あみを ひかない。 
 
１１．（ ）かけまわしとは おったーぼーどを つかい １せきで あみを 

ひく。 
 
１２．（ ）いたびきでは おったーぼーどを かたほうずつ うみに いれる。 
 
１３．（ ）２そうびきの ふねは それぞれ おなじ かたちの あみを つ



んでおり、 そのあみを こうたいで つかう。 
 
１４．（ ）２そうびきでは あみを いれたのち、 ぜんそくりょくで せん

を はしらせる。 
 
１５．（ ）さかなの しゅるいや おおきさに よって ねだんが ちがうた

め、 まちがえないように せんべつする。 
 
１６．（ ）きだいは まだいよりも ちいさい。 
 
１７．（ ）まわっている ういんちの ちかくは きけん である。 
 
１８．（ ）つよく はっている わいやーや ろーぷの ちかくは きけん 

である。 
 


